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経験であったが、本当に美味で、私はウナギが大好きになった。それ以来私は静岡に滞在した三日間というもの、すべての食事でウナ を食べたのである 昼食にウナギを食べ、夕食でもまたウナギ。朝ご飯にもウナギを食べた。私は大い 「ウナギ天国」を満喫した。ウナギのアイスクリームまで食べたほどだ。 ・ アイスは少し変わった味ではあったけれど、それ 美味であった。
　私の国ベネズエラでは、肉（とくに鶏肉、




ンでウナギやそのほかの地元の食事を楽しんだ。食事のあと私 ちは市内を散策したが、その時私は街のあちらこちらでポルトガル語で書かれた看板をたくさん目にした。後日私は 浜松には現在二万人近い日系ブラジル人が住 でいること、彼らは日本政府が日系人に対する滞在ビザを緩和したのを受けて、工場など 働くためにブラジルから日本にやってきた人々であるということを知った。
　次の朝、私は朝食にまたウナギを食べた。
二日間にわた て私たちは、 「音楽の町」浜松で、ホンダ、マルハチ、ヤマハなどの工場を見学した。すべての旅程が終わったあと若干時間があっ ので、私たちは近く
の寺を訪ねた。小さな池に大きな鯉が泳ぎ、盆栽のような庭木やカラフルな庭石が置かれた美しい庭をもつ、手入れのゆきとどいた寺であった。庭のたたずまいは、龍潭寺という名前にぴったりであった。寺 近くで昼食をとったあと、私は近くのコンビニでウナギ・アイスクリーム 見 け おいしかったけれど、一つ四〇〇円と、とても高価なアイスクリームだった。
　この旅行以来、私はたくさんウナギを食
べてきた。しかし残念ながらアジ研の食堂にウナギが出ることはな 。アジ研では毎週月曜日のランチタイムに、英語 会話を楽しむグループ あ 。ある きメンバーの一人Ｙさんが、自宅で自ら料理したドジョウをその会にもってきた Ｙさんが 「ドジョウは小さなウナギみたいなもの」と言うので私たちは食べてみたけれど、残念なことに正直なところドジョウはウナギほどおいしくなかっ （それともＹさんの料理の腕のせい？
[ 笑
] ）いずれにせよ、エコ
ノミストはこ 言います。 「タダのランチほど高いも はない」
 
（海外客員研究員／訳＝坂口安紀）
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